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循環ろ過システム SBFシリーズ
ボイラー一体型コンパクトろ過機 オユシスミニ

オユシスミニ

ボイラー一体型コンパクトろ過機

2.公衆浴場における衛生等管理要領
■施設設備

■衛生管理
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循環ろ過装置は浴槽毎に設置する事が望ましく、1時間当たりで、浴槽の容量以上のろ過能力を有すること。
循環ろ過装置を設置している設備には、ろ過装置前にヘアキャッチャーを設置すること。
原水又は原湯の注入口は、循環配管に接続せず、浴槽水面上面から浴槽に落とし込む構造のこと。
循環してろ過された浴槽水は浴槽の底部に低い部分から補給される構造とすること。
浴槽水の消毒に用いる塩素系薬剤の注入（投入）口は、浴槽水が循環ろ過装置内に入る直前に設置すること。
シャワー、打たせ湯は、循環している浴槽水を用いる構造ではないこと。
気泡発生装置等を設置する場合には、連日使用している浴槽水を用いる構造でないこと、また点検、清掃および排水が容易に行なうこ
とができ、空気取入口から土埃が入らないようにすること。
露天風呂の浴槽水が配管等を通じて屋内の風呂の浴槽水に混じらないようにすること。
オーバーフロー水及び、回収槽内の水を浴用に供する構造でないこと。ただし、これにより難しい場合でも、オーバーフロー還水管を
直接、循環配管に接続せず、回収槽は地下埋設を避け、内部の清掃が容易な構造とし、回収槽内の水が消毒できる設備が設けられてい
ること。
水位計の設置は配管内を洗浄・消毒できる構造、あるいは配管等を要しないセンサー方式であること。
配管内の浴槽水が完全に排水できるような構造とすること。
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浴槽は毎日完全に換水して浴槽を清掃すること。これにより難い場合でも、1週間に1回以上完全に換水して清掃すること。
ろ過器および循環配管は、1週間に1回以上、塩素消毒等適切な消毒方法で生物膜を除去すること。
ヘアキャッチャーは毎日清掃、消毒すること。
浴槽水は、常に満ぱい状態に保ち、十分に循環ろ過水又は原湯を供給することにより溢水させ、清浄に保つこと。
浴槽水の消毒に用いる塩素系薬剤を使用し、浴槽水中の遊離残留塩素濃度を頻繁に測定し、通常0.4mg/ℓ程度に保ち、かつ最大１mg/ℓ
を超えないよう努めること。
遊離残留塩素測定結果は検査の日から3年間保管すること。
温泉の泉質等のため上記の塩素消毒ができない場合は、オゾン殺菌又は紫外線殺菌等により消毒を行うこと。この場合、温泉の泉質等
に影響を与えない範囲で、塩素消毒を併用することが望ましいこと。
消毒装置の維持管理を適切に行うこと。薬液注入ノズルの詰まり、エアかみ等、薬液注入不良がないか毎日確認すること。注入弁は定
期的に清掃を行うこと。
オーバーフロー水及び、回収槽の水を浴用に使用しないこと。これにより難しい場合は　塩素薬剤等で消毒すること。オーバーフロー
環水管及び、回収槽内部の清掃、消毒を頻繁に行い、別途回収槽の水を塩素薬剤等で消毒すること。
浴槽に気泡発生装置を設置している場合は、連日使用している浴槽水を使用しないこと。
打たせ湯及びシャワーには、循環している浴槽水を使用しないこと。
浴槽に湯がある場合はろ過装置及び、薬注装置を常に作動させること。
水位計配管は少なくとも週に1回は適切な消毒法で生物膜を除去すること。
気泡発生装置は適宜清掃、消毒をすること。

※
※

※はどちらかを基準値内とする。

セルフ自動洗浄&自動消毒 !

循環ろ過システム

SBFシリーズ
プレミアム /スタンダード

※消毒はプレミアムのみ

ろ過ポンプ用インバーター

New Model

省エネ駆動に最適化 !
操作性もアップ !

SBF全機種標準搭載

浴槽からプールまで
水質管理の省力化を実現する



差し湯による水質と温度の管理は、
実は大きな不安と無駄が・・・

SBFシリーズなら...
SHOWAの循環ろ過システム
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『公衆浴場における衛生等管理要領』では、循環ろ過装置を使用しない場合、「毎
日完全に換水して浴槽を清掃すること」と定められており、大きな労力を要すると
ともに衛生上も不安が残ります。また、差し湯によって一定の水質や温度を保つ
ためには大きな水資源とエネルギーが消費されます。

浴槽水がクリーンに保てます
循環ろ過システムなら、浴槽水を1時間に2回程度循環しながら汚れを除去し消毒し
ます。循環ろ過装置を使用せず差し湯方式で同等の水質を保つには、1時間に浴槽容
量の40%以上の差し湯が必要です。また循環ろ過システムの導入により、毎日の換
水・清掃が「1週間に1回以上」に緩和されます。

浴槽温度がほぼ均一
差し湯方式で浴槽水温度を一定に保つには、50℃以上の差し湯が必要となり、給湯
口付近では熱く、遠い所ではぬるくなります。
循環ろ過システムなら浴槽水温度はほぼ均一に保たれ、快適に入浴できます。

浴槽水を適切に消毒
細菌は空気・人体等から浴槽に入り込んで繁殖します。差し湯方式でも消毒は必要です
が、薬剤の適切な投入や濃度管理は困難です。
循環ろ過システムは、あらかじめ設定された運転スケジュールで適切に薬液を注入し、
クリーンな水質を保ちます。

環境性と経済性
差し湯方式の最大の難点は、「資源の無駄遣い」です。水質維持のため大量の水を必
要とし、温度を保つため多くのエネルギーを消費します。このような水資源・エネル
ギー資源の大量消費は、持続可能性に逆行します。
また水やエネルギーの大量消費はランニングコスト増に直結します。エネルギー価
格が高騰する今、その消費量を少しでも減らすことが望まれます。
循環ろ過システムの導入が、環境・経済の両面において大きな効果をもたらします。

算出条件【浴槽容量：10㎥　差し湯量：4㎥/h　循環式の保温熱量：2.5kW/㎥　循環式のあふれ量：1㎥/h】
注1：2.5kW×10㎥＋1㎥/h×（40－10）℃÷0.86＝59.9kW　　注2：4㎥/h×（40－10）℃÷0.86＝139.5kW

※差し湯方式は、毎日換水を基本とし湯張り・上り湯も考慮する

循環ろ過システム 差し湯方式

44％削減

差し湯
方式

循環ろ過
システム

水質基準 殺菌管理等

平 成 6 年

平成11年

平成12年

平成15年

100CFU/100ml未満とする。
『レジオネラ症防止指針』

10CFU/100ml未満（検出限界以下）を目標。
年間を通じて検出限界以下を求めていない。

清掃・消毒を適宜行う。
『新版レジオネラ症防止指針』
10CFU/100ml未満であること。
『公衆浴場における衛生等管理要領』

清掃・消毒を適宜行う。
『新版レジオネラ症防止指針』
検出されないこと。（10CFU/100ml未満）
『公衆浴場における衛生等管理要領』

殺菌方法　『公衆浴場における衛生等管理要領』
次亜塩素酸・高温殺菌・紫外線・オゾン・銀イオン

管　　理　『公衆浴場における衛生等管理要領』
　　　　　『循環式浴槽におけるレジオネラ症防止対策マニュアル』
①毎日完全に換水して浴槽を清掃すること。ただし、これにより難い場合にあって
　も、1週間に1回以上完全に換水して浴槽を清掃
②1週間に1回以上、ろ過器を十分に逆洗洗浄して汚れを排出するとともに、ろ過機
　及び循環配管について、適切な消毒方法で生物膜を除去
　※消毒方法
　・過酸化水素（2～3％で使用）による循環
　・高濃度の有効塩素を含んだ浴槽水（5～10mg/l）による数時間の循環
　・60℃以上の高温水による循環
　・二酸化塩素による循環
③1年に2回以上のレジオネラ属菌の測定
④浴槽に湯水がある時は、ろ過器及び消毒装置を常に作動させること
　（令和元年9月19日改正）レジオネラ属菌の検出数をはじめとして年々厳しくなる水質基準

水質、殺菌管理等に関する公的基準

SHOWAの循環ろ過システムは・・・

レジオネラ属菌について
殺菌対策の重要性
近年、浴場施設の集団感染で話題になっているレジオネラ症。感染者を死に至らしめる可能性がある
感染症として警戒されており、浴場を経営する上での殺菌対策はますます重要になっています。

レジオネラ属菌はどこにいる？
レジオネラ属菌は、冷却塔水や循環式浴槽水などで多く検出されます。これは、冷却塔などの温かく栄
養分がある水が循環する設備内の壁面や配管内部にヌメリが形成され、レジオネラ属菌が寄生するア
メーバなどの原生生物が繁殖しやすいからです。

循環式浴槽水が感染源？
浴場などでレジオネラ属菌に汚染された水のしぶきやエアロゾル（目に見えない細かい水滴）を吸い込
むと感染してしまいます。衛生管理がしっかりとされていない循環式浴槽水は感染源になりますが、公
的基準に基づいた衛生管理を行えば心配ありません。レジオネラ属菌 拡大写真

SHOWAの循環ろ過システム
浴槽のお湯をろ過ポンプで循環させ、ろ過槽で汚れを除
去、薬剤を注入してお湯をクリーンに保つシステムです。
SHOWAの循環ろ過システムSBFシリーズは、定番のスタ
ンダードタイプ、高温・高濃度洗浄機能付きのプレミアム
タイプなど導入条件に合わせて選べるラインナップを揃
えております。（写真・図はプレミアムタイプ）

完全換水
による
毎日の
浴槽清掃

差し湯に
使用する
水資源と
エネルギー

要チェック!

最新の水質基準
を満足する

毎日の逆洗洗浄と
週1回の配管消毒

※配管消毒はプレミアムタイプのみ

次亜塩素酸・高温殺菌
紫外線・オゾン・銀イオン

（オプション）

設計水質基準 管　理 殺菌方法

レジオネラ属菌が検出されないこと
（10CFU/100ml未満）

ろ過・逆洗・薬液注入・配管消毒を自動化
水質調査・測定も承ります
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浴槽清掃

差し湯に
使用する
水資源と
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レジオネラ属菌が検出されないこと
（10CFU/100ml未満）

ろ過・逆洗・薬液注入・配管消毒を自動化
水質調査・測定も承ります



PREMIUM
TYPE

循環ろ過システム

SHOWA
SBFシリーズ

STANDARD
TYPE

循環ろ過システム

SHOWA
SBFシリーズ

プレミアムタイププレミアムタイプ スタンダードタイプ
ボイラー 一体型
コンパクトろ過機
ボイラー 一体型
コンパクトろ過機

浴槽からプールまで ! 
メンテナンスの省力化と運用コストダウン  を実現します。

利用目的や水質など導入条件に合わせて多彩なラインナップをご用意しております。

高温・高濃度洗浄仕様 高濃度洗浄仕様 標準仕様

エコノミー仕様 FRP高耐食仕様

プール仕様

オユシスミニ

当社高性能ボイラーと組み合わせたトータ
ルシステムもご提案いたします。
お気軽にご相談ください。

3.5インチのカラー液晶タッチパネルで
操作もカンタン。遠方リモコン（オプショ
ン）にも対応可能です。
【プレミアムタイプ・スタンダードタイプ】

インバーター搭載でろ過ポンプ出力を適正
にコントロール。無駄な消費電力を抑制し、
CO2もコストも削減します。
【プレミアムタイプ・スタンダードタイプ】

3 4

既設のろ過装置に「高濃度洗浄機能」を
付加することができる制御盤と薬注装
置のセットもご用意しています。

プレミアムタイプ

ダブル洗浄機能でろ材を徹底的に自動洗浄
高温・高濃度洗浄仕様 P03

プレミアムタイプ

次亜塩素酸で ろ材を自動洗浄
高濃度洗浄仕様 P03

スタンダードタイプ

設置・メンテナンスも安心のスタンダード仕様
標準仕様 P09

スタンダードタイプ

ろ過機メインユニットのみのミニマム仕様
エコノミー仕様 P11

スタンダードタイプ

耐食性・耐久性に優れたFRPろ過槽を採用
FRP高耐食仕様 P11

スタンダードタイプ

大容量ろ過処理能力でプール・大浴槽に対応
プール仕様 P13

ボイラー一体型コンパクトろ過機

ろ過機とボイラーをコンパクトにパッケージ
オユシスミニ P17

管理費用を抑えたい

管理費用を抑えたい

カンタンにいち早く導入したい

導入コストを抑えたい

温泉水で使いたい

プールで使いたい

小規模で熱源がない

熱交換器
高温洗浄
高濃度洗浄

熱交換器
高濃度洗浄

熱交換器
オール電化

熱交換器
井水・温泉水

熱交換器
井水・温泉水

熱交換器
薬注装置
井水・温泉水

ろ過機
ボイラー

■カラー液晶タッチパネル採用 ■インバーター標準搭載 ■高濃度洗浄機能付加セット ■ボイラーとの組合せもご提案
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PREMIUM
TYPE

循環ろ過システム

SHOWA
SBFシリーズ

←既設ろ過装置タイプ
　洗浄システムのみ

浴
槽
清
掃

5 6

プレミアムタイプ

セルフクリーンで
ろ材消毒を自動化
管理費用を大幅カット！

ろ材消毒自動化で管理費用削減
公的基準では1週間に1度のろ過装置及び配管の消毒が義務付けら
れています。プレミアムタイプは、これまで専門業者への委託が必要
だったろ材の洗浄を自動で行い、管理費用を大幅に削減します。

プレミアムタイプだけができる
高温水や高濃度薬液による徹底洗浄
プレミアムタイプ独自の高温洗浄に加え、次亜塩素酸による高濃度
洗浄システム備えて高温・高濃度ダブル洗浄を可能としたモデルも
ラインナップ。バイオフィルム除去効果によりさらに衛生的です。

ろ材の復元力がアップ
従来の洗浄に比べ、ろ材の復元力がアップしました。特に高温洗浄
することでろ材を長く使用することができ、ランニングコストの大幅
な削減が期待できます。

ダブル洗浄機能でろ材を徹底的に自動洗浄

高温・高濃度洗浄仕様
【SBFD-CH】

熱交換器 高温洗浄 高濃度洗浄

次亜塩素酸で ろ材を自動洗浄

高濃度洗浄仕様
【SBFD-C】

熱交換器 高濃度洗浄

約20～30万円 /月

1万円 /月以下
洗浄剤購入

業者への
洗浄委託

標準のろ過機 プレミアタイプ

SBFシリーズは、プレミアムタイプ・スタンダードタイプのすべてのラインナップで、カラー液晶タッチパネルとろ過ポンプ用
インバーターを標準搭載しております。わかりやすいグラフィックで操作も簡単、インバーターによる適正出力運転で環境にも
優しいSBFシリーズです！

3.5インチのカラー液晶タッチパネルにより、運転状況をわかりやすい
グラフィックで表現。ろ過・逆洗・殺菌などの基本運転は自動制御、浴槽
水位などの各種設定も画面タッチでカンタンです。
オプションで遠方リモコンにも対応可能です。

インバーターでろ過ポンプ出力を適正にコントロールし、定
格運転時の消費電力を抑えます。さらに浴槽未使用時は省
エネ運転モードで最小限の消費電力で運転します。

インバーターを搭載していない当社従来型と比べ、CO2排出
量と電気料金の大幅削減を実現しています。

※上記削減値は、定格処理量12m3/h、ろ過ポンプ1.5kWで試算し、24時間定格運転の場合と、16時間定格運転＋8時間省エネモード運転の場合を比較したものです。
※CO2排出量は東京電力エナジーパートナー株式会社のCO2排出係数（令和4年度）0.477kg-CO2/kWhにて、電気代は17円/kWh（東京電力業務用500kW未満）にて試算。
※リモコン画面画像にある「残留塩素濃度」表示および遠方リモコンはオプション対応となります。

電気代13.8万円／年 削減 CO2排出量3.6トン／年 削減 

CO2排出量 電気代
CO2排出量 電気代

トン／年 万円／年
5.1 19.5

1.5 5.6

従　来　型

インバーター搭載型

トン／年 万円／年

カラー液晶タッチパネル＆インバーターを全機種標準搭載！
SHOWAの循環ろ過システムSBFシリーズは・・・

0

消
費
電
力
量

4 8 12 16 20 24時

常時定格運転
（循環ポンプは常に最大出力、バルブで循環量を調整）

消
費
電
力
量

0 4 8 12 16 20 24時

↓省エネ運転 定格運転

削減電力量

（最小循環量で運転） （循環ポンプを出力調整）

■従来型の運転イメージ ■インバーター搭載型の運転イメージ

画面タッチで各種設定もカンタン操作 異常発生は赤色画面とブザーでお知らせ

インバーターによる適正出力運転で環境性能も大幅アップ

カラー液晶タッチパネルで操作性・視認性が向上！

既設のろ過機に高濃度洗浄機能を付加できる後付けキットもあります。
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STANDARD
TYPE

循環ろ過システム

SHOWA
SBFシリーズ

孔

孔

9 10

設置・メンテナンスも安心のスタンダード仕様

標準仕様
【SBFD(M)】

熱交換器 井水・温泉水 オール電化
※1 ※2

ろ過機メインユニットのみのミニマム仕様

エコノミー仕様
【SBFD(M)-E】

熱交換器 井水・温泉水

耐食性に優れたFRPろ過槽で温泉水にも対応

FRP高耐食仕様
【SBFD(M)-EP】

熱交換器 井水・温泉水

ろ過槽にFRP、主要部品は全て樹脂材を採用し、耐食性・耐
久性は抜群です。鋼板製に比べて放熱ロスも軽減します。

大容量ろ過処理能力でプール・大浴槽に対応

プール仕様
【SBFD(M)】

熱交換器 薬注装置 井水・温泉水

メイン配管は耐久性に優れたステンレス（SUS304）を採
用。発錆の心配なくご使用いただけます。

※1

標準仕様

エコノミー仕様 FRP高耐食仕様

※1：水質により対応できない場合があります。　※2：オール電化対応、電気ヒーター組込型はSBFE(M)

SBFD-CH23

SBFD-CH33

SBFD-CH43

SBFD-CH63

SBFD-CH83

SBFD-CH103

SBFD-CH143

SBFD-CH173

SBFD-CH233

SBFD-CH303

SBFD-C23

SBFD-C33

SBFD-C43

SBFD-C63

SBFD-C83

SBFD-C103

SBFD-C143

SBFD-C173

SBFD-C233

SBFD-C303

カラー液晶タッチパネルで簡単操作
循環ろ過、逆洗、消毒、浴槽温度管理、自動お湯張り、浴槽水位管理等を専用
タッチパネルで簡単に設定できます。

水道代・燃料費を大幅に節約
浴槽内のお湯をたえず循環させながら、ろ過と殺菌装置で浄化しますので、お
湯は使った分を補給するだけで済みます。また、お湯の温度がいつも最適に
保たれるため、「差し湯」のムダもなく、水道代や燃料費を大幅に節約します。

自動制御で浴場管理を省力化
全自動タイプの場合、運転はタッチパネルのボタンを押すだけ。ろ過・逆洗・水
位調節・薬液注入等の浴場管理を全自動で行います。（手動タイプもあります）

薬液注入装置組込型で施工時間短縮
薬液注入装置をろ過機架台に組み込みましたので、別途施工する手間やス
ペースは不要です。（エコノミー仕様を除く）

プール・大浴槽にも対応、オプションも充実
プール仕様はろ過処理能力80～120㎥/h（※）の大容量施設に対応できます。
チタン製熱交換器、比例温度制御、自動塩素注入装置等のオプションも豊富に
ラインナップしています。（※FRP高耐食仕様は別途相談）



STANDARD
TYPE

循環ろ過システム

SHOWA
SBFシリーズ

孔

孔

9 10

設置・メンテナンスも安心のスタンダード仕様
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※1 ※2
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熱交換器 薬注装置 井水・温泉水

メイン配管は耐久性に優れたステンレス（SUS304）を採
用。発錆の心配なくご使用いただけます。

※1

標準仕様

エコノミー仕様 FRP高耐食仕様

※1：水質により対応できない場合があります。　※2：オール電化対応、電気ヒーター組込型はSBFE(M)
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循環ろ過、逆洗、消毒、浴槽温度管理、自動お湯張り、浴槽水位管理等を専用
タッチパネルで簡単に設定できます。

水道代・燃料費を大幅に節約
浴槽内のお湯をたえず循環させながら、ろ過と殺菌装置で浄化しますので、お
湯は使った分を補給するだけで済みます。また、お湯の温度がいつも最適に
保たれるため、「差し湯」のムダもなく、水道代や燃料費を大幅に節約します。

自動制御で浴場管理を省力化
全自動タイプの場合、運転はタッチパネルのボタンを押すだけ。ろ過・逆洗・水
位調節・薬液注入等の浴場管理を全自動で行います。（手動タイプもあります）

薬液注入装置組込型で施工時間短縮
薬液注入装置をろ過機架台に組み込みましたので、別途施工する手間やス
ペースは不要です。（エコノミー仕様を除く）

プール・大浴槽にも対応、オプションも充実
プール仕様はろ過処理能力80～120㎥/h（※）の大容量施設に対応できます。
チタン製熱交換器、比例温度制御、自動塩素注入装置等のオプションも豊富に
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1

1

1

PE

PE

　

タンク

フタ

EHNポンプ

番号 名 称 材 質数

薬液注入装置型式 ポンプ
型 式

タンク
容 量

ろ過ポンプ吸入側の落水防止のため浴槽水面がポンプレベルより
下にある場合は極力浴槽に近く、点検可能な位置に逆止弁を設けて
ください。浴槽とろ過システムの設置レベルの差が2.5ｍ以上ある
場合は弊社支店、営業所へご相談ください。（浴槽の方が高い場合は
レベル差15ｍまでは特に問題ありません。）
ろ過水の戻りは、側面または底面より必ず浴槽水面下へ戻して
ください。
底部吸入金物は必ず吸い付き防止のため2ヶ所以上設けてください。
薬液タンクに入れる殺菌液（12%次亜塩素酸ナトリウム溶液）は
水道水で、水3:塩素1の割合で希釈して使用します。薬液タンク
付近でカランを設けてください。
二次側電気工事として水位検出器・補給水ユニットへの電気工事が
必要です。
逆洗排水はろ過運転時とほぼ同量・同圧の排水量となります。他の
排水管への逆流または汚水桝等あふれる事のないよう配慮してください。
基礎工事が必要です。機械室の床面は防水処理をしてください。
安全のために電源には確実な接地工事を行ってください。
弊社製品の近い位置で機外配管を支持願います。（現地手配願います）
現地熱交換器一次配管は、薬注装置の薬液補充を行いやすいよう
ご配慮願います。
本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴場に
おける衛生等管理要領等について」および地方自治体の指示に従
ってください。

（注1）

（注2）

（注3）
（注4）

（注5）

（注6）

（注7）
（注8）
（注9）
（注10）

（注11）

電  源 吐出量 吐出圧
ポンプの仕様適用ろ過機型式

25ℓ

50ℓ

120ℓ

1Φ AC200VEHN‒B11 38mℓ/min 0.98MPa
MAX

ETU‒25NR‒B11-1M

ETU‒50VR‒B11-1M

ETU‒120VR‒B11-1M

11 12

SBFD（M）-23
SBFD（M）-33
SBFD（M）-43
SBFD（M）-63
SBFD（M）-83
SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303

SBFD（M）-23
SBFD（M）-33
SBFD（M）-43
SBFD（M）-63
SBFD（M）-83
SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303

SBFD（M）-23～33
SBFD（M）-23～33E
SBFD（M）-33EP
SBFD（M）-43～103
SBFD（M）-43～103E
SBFD（M）-43～103EP
SBFD（M）-143～303
SBFD（M）-143～303E
SBFD（M）-143～233EP

※工程切換弁について
　SBFD（M）-143～303 ： 五方弁
　SBFDMタイプ ： 手動バルブ

ろ過槽
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1

1
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タンク

フタ

EHNポンプ

番号 名 称 材 質数

薬液注入装置型式 ポンプ
型 式

タンク
容 量
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薬液タンクに入れる殺菌液（12%次亜塩素酸ナトリウム溶液）は
水道水で、水3:塩素1の割合で希釈して使用します。薬液タンク
付近でカランを設けてください。
二次側電気工事として水位検出器・補給水ユニットへの電気工事が
必要です。
逆洗排水はろ過運転時とほぼ同量・同圧の排水量となります。他の
排水管への逆流または汚水桝等あふれる事のないよう配慮してください。
基礎工事が必要です。機械室の床面は防水処理をしてください。
安全のために電源には確実な接地工事を行ってください。
弊社製品の近い位置で機外配管を支持願います。（現地手配願います）
現地熱交換器一次配管は、薬注装置の薬液補充を行いやすいよう
ご配慮願います。
本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴場に
おける衛生等管理要領等について」および地方自治体の指示に従
ってください。

（注1）

（注2）

（注3）
（注4）

（注5）

（注6）

（注7）
（注8）
（注9）
（注10）

（注11）

電  源 吐出量 吐出圧
ポンプの仕様適用ろ過機型式

25ℓ

50ℓ

120ℓ

1Φ AC200VEHN‒B11 38mℓ/min 0.98MPa
MAX

ETU‒25NR‒B11-1M

ETU‒50VR‒B11-1M

ETU‒120VR‒B11-1M

11 12

SBFD（M）-23
SBFD（M）-33
SBFD（M）-43
SBFD（M）-63
SBFD（M）-83
SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303

SBFD（M）-23
SBFD（M）-33
SBFD（M）-43
SBFD（M）-63
SBFD（M）-83
SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303

SBFD（M）-23～33
SBFD（M）-23～33E
SBFD（M）-33EP
SBFD（M）-43～103
SBFD（M）-43～103E
SBFD（M）-43～103EP
SBFD（M）-143～303
SBFD（M）-143～303E
SBFD（M）-143～233EP

※工程切換弁について
　SBFD（M）-143～303 ： 五方弁
　SBFDMタイプ ： 手動バルブ

ろ過槽



ろ過装置内の落水防止のため、浴槽が階下または同一階にある場合には、
　（1）極力浴槽の近くで点検可能な位置に逆止弁を設けてください。
　（2）熱交換器出口側の頂部にサイフォンブレーカーを設けてください。
　浴槽とろ過機の設置レベルの差が2.5m以上ある場合にはご相談ください。
　（浴槽の方が高い場合、レベル差15mまでは問題ありません。)
ろ過水の戻りは必ず浴槽水面下へ戻してください。
底部吸込金物は吸い付き防止のため必ず2ヵ所以上設けてください。
浴槽への補給水や補給湯の配管を、浴槽循環配管に直接接続しないでください。
（浴槽上部から落とし込む方法としてください。）
メンテナンス用として、ろ過往管、還管、熱源側接続口にバルブを設けてください。
特に還管側はヘアーキャッチャーの清掃に支障をきたします。なるべくヘアー
キャッチャーの直近に施工してください。
薬液タンクに入れる殺菌液（次亜塩素酸ナトリウム）は水道水で、水３：塩素１
の割合で希釈して使用します。（12％溶液）薬注装置付近にカランを設置して
ください。
薬液注入口は、ろ過装置内の接続口（コック付）に接続してください。
※印部からドレンが出ます。排水工事を行ってください。
逆洗時にはろ過流量とほぼ同程度の排水が出ます。他の配水管への逆流
や溢れ出す事がないようにご配慮ください。
基礎工事が必要です。機械室の床面は防水処理をしてください。
２次側電気工事として、ろ過機用電源・水位検出器・補給水ユニットおよび
薬注装置への電気工事が必要です。
安全のために電源には確実な接地工事を行ってください。
弊社製品の近い位置で機外配管を支持願います。（現地手配願います）
本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴場における衛
生等管理要領等について」および地方自治体の指示に従ってください。

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）

（注5）

（注6）

（注7）
（注8）
（注9）

（注10）
（注11）

（注12）
（注13）
（注14）

13 14

SBFD（M）-23E
SBFD（M）-33E
SBFD（M）-43E
SBFD（M）-63E
SBFD（M）-83E
SBFD（M）-103E
SBFD（M）-143E
SBFD（M）-173E
SBFD（M）-233E
SBFD（M）-303E

SBFD（M）-23E
SBFD（M）-33E
SBFD（M）-43E
SBFD（M）-63E
SBFD（M）-83E
SBFD（M）-103E
SBFD（M）-143E
SBFD（M）-173E
SBFD（M）-233E
SBFD（M）-303E

SBFD（M）-33EP
SBFD（M）-43EP
SBFD（M）-63EP
SBFD（M）-83EP
SBFD（M）-103EP
SBFD（M）-143EP
SBFD（M）-173EP
SBFD（M）-233EP

SBFD（M）-33EP
SBFD（M）-43EP
SBFD（M）-63EP
SBFD（M）-83EP
SBFD（M）-103EP
SBFD-143EP
SBFD-173EP
SBFD-233EP

※工程切換弁について
　SBFD（M）-143E～303E ： 五方弁
　SBFDMタイプ ： 手動バルブ

※工程切換弁について
　SBFD33EP～103EP ： 電動三方弁
　SBFDM33EP～103EP ： 手動バルブ
　SBFD143EP～233EP ： 電動二方弁

ろ過槽
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の割合で希釈して使用します。（12％溶液）薬注装置付近にカランを設置して
ください。
薬液注入口は、ろ過装置内の接続口（コック付）に接続してください。
※印部からドレンが出ます。排水工事を行ってください。
逆洗時にはろ過流量とほぼ同程度の排水が出ます。他の配水管への逆流
や溢れ出す事がないようにご配慮ください。
基礎工事が必要です。機械室の床面は防水処理をしてください。
２次側電気工事として、ろ過機用電源・水位検出器・補給水ユニットおよび
薬注装置への電気工事が必要です。
安全のために電源には確実な接地工事を行ってください。
弊社製品の近い位置で機外配管を支持願います。（現地手配願います）
本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴場における衛
生等管理要領等について」および地方自治体の指示に従ってください。

（注1）

（注2）
（注3）
（注4）

（注5）

（注6）

（注7）
（注8）
（注9）

（注10）
（注11）

（注12）
（注13）
（注14）

13 14
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ろ過槽



（オプション）

タンク

フタ

EHNポンプ

EHN-B11VCMR-55

EHN-C16VCMR

EHN-B21VCMR-55

EHN-C21VCMR

EHN-C31VCMR

CT-U50VR-1M

CT-U120VR-1M
（容量120ℓ, ＰＥ製） ろ過ポンプ落水防止のためプール水面がポンプレベルよりも下にある

場合には極力プールに近く、点検可能な位置に逆止弁を設けてください。
プールとろ過機の設置レベルの差が2.5m以上ある場合にはご相談ください。
(プールの方が高い場合にはレベル差15mまでは問題ありません。)
ろ過水の戻りは必ずプール水面下へ戻してください。
底部吸込金物は吸い付き防止のため必ず2ヵ所以上設けてください。
2次側電気工事として、ろ過機用電源・水位検出器・補給水ユニット
への電気工事が必要です。
薬液タンクに入れる殺菌液（次亜塩素酸ナトリウム）は水道水で、
水２ ：塩素１の割合で希釈して使用します。（１２％溶液）
薬液注入のために薬液を水により希釈しますので薬注装置の付
近にカランを設けてください。
日光により水中の有効塩素濃度が減少します。次亜塩素酸ナトリウム
の注入のみで有効塩素の維持が難しい場合別途イソシアヌル酸
等の塩素剤の投入をお願いいたします。
逆洗時はろ過流量とほぼ同程度の排水が出ます。他の配水管への
逆流や溢れ出す事がないようにご配慮ください。
※印部からドレンが出ます。排水工事を行ってください。
基礎工事が必要です。機械室の床面は防水処理をしてください。
安全のために電源には確実な接地工事を行ってください。
弊社製品の近い位置で機外配管を支持願います。（現地手配
願います）
本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴
場における衛生等管理要領等について」および地方自治体の
指示に従ってください。
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（注2）
（注3）
（注4）

（注5）

（注6）

（注7）

（注8）

（注9）
（注10）
（注11）
（注12）

（注13）

1Φ AC100～240V
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※工程切換弁について
　SBFD（M）-143～303 ： 五方弁
　SBFDMタイプ ： 手動バルブ

SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303
SBFD（M）-403
SBFD（M）-503
SBFD（M）-603

SBFD（M）-103
SBFD（M）-143
SBFD（M）-173
SBFD（M）-233
SBFD（M）-303
SBFD（M）-403
SBFD（M）-503
SBFD（M）-603

※103型は三方弁×2個のため
　図が異なります

ろ過槽
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インバーター制御

電子サーマル（インバーター）

電子サーマル（インバーター）

インバーター運転

インバーター運転

インバーター制御

省エネ運転

省エネ運転

インバーター制御

逆洗時間の制御

17 18

省エネ運転

（注1）型式23～103は投入出荷、型式143～303は現地にて投入が必要となります。
（注2）型式23～103はFC製うず巻きポンプ、型式143～303はFC製ラインポンプ
（注3）型式23、33は25  、型式43～103は50  、型式143～303は120  タンク

（注4）3回／日までの設定が可能
（注5）浴槽の水位制御を自動で行うには、オプションの水位検出器、補給水ユニット
　　　が必要です。

（注1）型式23E～103Eは投入出荷、型式143E～303E、33EP～233EPは現地にて投入が必要です。
（注2）型式33EP～233EPはPVC製パケット式（パケット材質はSUS304）
（注3）型式23E～103EはFC製うず巻きポンプ、型式143E～303EはFC製ラインポンプ
　　　型式32EP～232EPはFC＋ナイロンコーティング製うず巻きポンプ

（注4）型式23E、33Eは25  、型式43E～103Eは50  、型式143E～303Eは120  タンク
（注5）3回／日までの設定が可能
（注6）浴槽の水位制御を自動で行うには、オプションの水位検出器、補給水ユニットが必要です。

（注1）型式103は投入出荷、型式143～603は現地にて投入が必要です。
（注2）FC＋ナイロンコーティング製ポンプ

（注3）型式103は50  、型式143～303は120  、型式403～603は200  タンク
（注4）浴槽の水位制御を自動で行うには、オプションの水位検出器、補給水ユニットが必要です。

電子サーマル（インバーター）

インバーター運転
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電子サーマル（インバーター）
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10）本製品をご使用の際は、必ず厚生労働省発行の指針「公衆浴場における衛生等管
　  理要領等について」および地方自治体の指示に従ってください。
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ミキシング補給水ユニット

水位検出ユニット

圧力センサーユニット

SBU-04G2-（R）

SBU-07G2-（R）

SBU-07E3-（R）

SBU-20E3-（R）

SBU-30E3-（R）

SBU-40E3-（R）
ます。

21 22

全自動型ろ過機SBFシリーズとの組合せにより、浴槽の水位を検知して
自動的に適温水（約40℃）を供給します。定水位で自動的に止水し、万一
水位が異常に低下した場合は安全のためにろ過ポンプを停止します。

※適用浴槽は、補給水ユニットの給湯圧力を0.19MPaとして約1時間で満水
　にすることを条件としています。

圧力センサー

コントローラー

●型　式：FL-500-5S
●電極数：5極
●電極長さ：500mm

検出管内の水位を電極により検知します。

浴槽の水圧で水位を検知し、水位の変更もコ
ントローラーで簡単に設定できます。
溜り水が発生しないので、レジオネラ属菌の繁
殖を防ぐことができます。

湯と水を混合し設定した温度で供給します。
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有機物（全有機炭素（TOC）の量）
過マンガン酸カリウム消費量

循環ろ過システム SBFシリーズ
ボイラー一体型コンパクトろ過機 オユシスミニ

オユシスミニ

ボイラー一体型コンパクトろ過機

2.公衆浴場における衛生等管理要領
■施設設備

■衛生管理

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）
（6）
（7）

（8）
（9）

（10）
（11）

循環ろ過装置は浴槽毎に設置する事が望ましく、1時間当たりで、浴槽の容量以上のろ過能力を有すること。
循環ろ過装置を設置している設備には、ろ過装置前にヘアキャッチャーを設置すること。
原水又は原湯の注入口は、循環配管に接続せず、浴槽水面上面から浴槽に落とし込む構造のこと。
循環してろ過された浴槽水は浴槽の底部に低い部分から補給される構造とすること。
浴槽水の消毒に用いる塩素系薬剤の注入（投入）口は、浴槽水が循環ろ過装置内に入る直前に設置すること。
シャワー、打たせ湯は、循環している浴槽水を用いる構造ではないこと。
気泡発生装置等を設置する場合には、連日使用している浴槽水を用いる構造でないこと、また点検、清掃および排水が容易に行なうこ
とができ、空気取入口から土埃が入らないようにすること。
露天風呂の浴槽水が配管等を通じて屋内の風呂の浴槽水に混じらないようにすること。
オーバーフロー水及び、回収槽内の水を浴用に供する構造でないこと。ただし、これにより難しい場合でも、オーバーフロー還水管を
直接、循環配管に接続せず、回収槽は地下埋設を避け、内部の清掃が容易な構造とし、回収槽内の水が消毒できる設備が設けられてい
ること。
水位計の設置は配管内を洗浄・消毒できる構造、あるいは配管等を要しないセンサー方式であること。
配管内の浴槽水が完全に排水できるような構造とすること。

（1）
（2）
（3）
（4）
（5）

（6）
（7）

（8）

（9）

（10）
（11）
（12）
（13）
（14）

浴槽は毎日完全に換水して浴槽を清掃すること。これにより難い場合でも、1週間に1回以上完全に換水して清掃すること。
ろ過器および循環配管は、1週間に1回以上、塩素消毒等適切な消毒方法で生物膜を除去すること。
ヘアキャッチャーは毎日清掃、消毒すること。
浴槽水は、常に満ぱい状態に保ち、十分に循環ろ過水又は原湯を供給することにより溢水させ、清浄に保つこと。
浴槽水の消毒に用いる塩素系薬剤を使用し、浴槽水中の遊離残留塩素濃度を頻繁に測定し、通常0.4mg/ℓ程度に保ち、かつ最大１mg/ℓ
を超えないよう努めること。
遊離残留塩素測定結果は検査の日から3年間保管すること。
温泉の泉質等のため上記の塩素消毒ができない場合は、オゾン殺菌又は紫外線殺菌等により消毒を行うこと。この場合、温泉の泉質等
に影響を与えない範囲で、塩素消毒を併用することが望ましいこと。
消毒装置の維持管理を適切に行うこと。薬液注入ノズルの詰まり、エアかみ等、薬液注入不良がないか毎日確認すること。注入弁は定
期的に清掃を行うこと。
オーバーフロー水及び、回収槽の水を浴用に使用しないこと。これにより難しい場合は　塩素薬剤等で消毒すること。オーバーフロー
環水管及び、回収槽内部の清掃、消毒を頻繁に行い、別途回収槽の水を塩素薬剤等で消毒すること。
浴槽に気泡発生装置を設置している場合は、連日使用している浴槽水を使用しないこと。
打たせ湯及びシャワーには、循環している浴槽水を使用しないこと。
浴槽に湯がある場合はろ過装置及び、薬注装置を常に作動させること。
水位計配管は少なくとも週に1回は適切な消毒法で生物膜を除去すること。
気泡発生装置は適宜清掃、消毒をすること。

※
※

※はどちらかを基準値内とする。

セルフ自動洗浄&自動消毒 !

循環ろ過システム

SBFシリーズ
プレミアム /スタンダード

※消毒はプレミアムのみ

ろ過ポンプ用インバーター

New Model

省エネ駆動に最適化 !
操作性もアップ !

SBF全機種標準搭載

浴槽からプールまで
水質管理の省力化を実現する


